
災害時にも使える
摂南大学マップアプリ
Introduction
大地震などで交通網がまひした際に、自宅や最
寄りの避難所・駅までを徒歩で帰宅する学生を
サポートするために、スマートフォン用の帰宅
支援アプリ「摂南大学避難マップ」の提供を開
始しました！

このアプリは、(株)昭文社から技術提供を受け
て、理工学部建築学科の建築防災研究室と、共
同開発したもので、App StoreおよびGoogle 
Playで提供しています。

Application
このアプリはスマートフォン本体格納型なので、
事前にダウンロードしておくことで、災害時の
通信が途絶えた状況でも、電池が続く限り使用
可能です。

本学の２つのキャンパスから最寄り駅までの８
つの「避難ルート」を収録しています。

また、歩行する上での危険箇所、休憩ポイント、
水飲み場、トイレなどのほか、帰宅の際に参考
となる「徒歩帰宅する状況の説明」「徒歩時の
こころがまえ」などの情報も掲載しています。
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Download
ダウンロードするには、App Storeまたは
Google Playにアクセスして、「摂南大学避難
マップ」を検索してください。

How to Use

同様に近くの「コンビニ」も検索できます！

このほか色々な機能があるので、ダウンロード
して、災害に備えてみてはいかがでしょうか？

懐中電灯

ホイッスル

スリッパ

シャベル、バール、のこぎりなど

飲み水ではなくトイレを流すため。　　　1

回流すのに２リットルも使用する。

風呂のため水

アウトドア用品

食料・飲料水

建物や家具の下敷きになった場合に居場所を教え

る。大声を出すより体力消耗が少ない。

暗闇で持ち出しバックを探したり、あらゆる場面

で大活躍。予備の電池も忘れずに。

床に散乱したガラスなどでケガをしないようにす

るためのもの。使い古しの靴でもO K。

身分証明書、健康保険証、通帳、印鑑、鍵

その他

防災マップ、帰宅支援マップ

地図

軍手、ビニール袋、携帯トイレ、ヘルメット、タオル、バンダナ、ナイフ、缶切り、使い

捨てカイロ、生理用品、ガムテープ、ラップ、ティッシュ、ウェットティッシュ、携帯電

話、モバイル充電器、メガネ、ろうそく、歯ブラシ

ラジオ

工具

水は1人1日３リットル × ３日分

テント、卓上コンロ、ガスボンベ、発電機

現金

携帯できるサイズの物。予備の電池も必要。

貴重品

公衆電話などで使用するための小銭も必要。災害

後は銀行が利用できなくなることも。

非常食

1人1日３リットルが目安。携帯用は500m l程度に

し、残りは家に備蓄しておく。

飲料水

保存がきくもの。（乾パン、クラッカー、缶詰、

レトルト食品、インスタント食品など）

防寒着、下着、靴下、毛布など。夏は枚数が必要

になり、冬は厚さが必要になる。

常備薬、三角巾、包帯、ばんそうこう、ガーゼな

ど。処方箋を持っておくこと。

衣類

救急セット

非常時の持ち出し品

「 枕元バッグ」 就寝時に一人一人の枕元に用意しておきます。

「 持ち出しリ ュッ ク 」 体力に合った重さのものを用意します。

すぐに持ち出せる場所に置きましょ う 。

「 備蓄品」 世帯で常備しておく もの。 定期的に入れ替えの必要あり。
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【お問い合わせ先】 （准教授）池内淳子

E-mail: ikeuchi@arc.setsunan.ac.jp
TEL・FAX：072-839-9128（建築学科共通準備室）

避難所を検索してみましょう！

｢メニュー｣から｢周辺検
索｣ボタンを押します

画面右上のコンパス
をタップします

｢避難所｣を押すと周辺の
避難所が検索できます

目的地までの方角
が示されます


